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北海道国際理解教育研究協議会 

在外教育施設派遣教員報告書 

 

アメリカ合衆国コロンバス日本語補習校 

 前コロンバス日本語補習校 教頭 

                                  上磯町立上磯中学校 教諭 

大橋 宏朗 

（派遣期間 2002・4～2005・3） 

１．派遣地 アメリカ合衆国オハイオ州コロンバス 

 

２．派遣国の概要 

（１）歴史 

 「新大陸」の発見から、現在に至までの「アメリカ合衆国の歴史」を歴史年表で記す。 

     Ｂ．Ｃ．２万年～１７００年 開拓の始まり 
       １４９２ コロンブス、アメリカ到達 
        １５３５  カルチエ、ケベックに到達 
       １６０７  ヴァージニアに英植民地 
        １６０８  ケベックに仏植民地 
        １６１９  ヴァージニアに初の黒人奴隷輸入 
        １６２０  プリマスに植民地建設 
        １６２６  オランダ人、マンハッタン島に入植 
        １６３０  マサチューセッツ植民地建設 
        １６３９  ボストンで印刷機稼働 
        １６６７  ニューアムステルダムがニューヨークと改名 
        １６８１  ペンシルベニア建設 
     １７００年～１７８９年 アメリカ独立革命 
        １７０４  ボストン・ニューズ・レター創刊 
        １７３３  ジョージア植民地建設 
        １７５５  フレンチ・インディアン戦争 
        １７６５  イギリスが印紙法制定 
        １７６７  イギリスがタウンゼント諸法制定 
        １７７３  ボストン茶会事件 
        １７７５  レキシントンで衝突、独立戦争始まる 
        １７７６  ペインのコモン・センス、独立宣言（７月４日ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝｽﾃﾞｲ） 
        １７８３  講和条約 
        １７８８  合衆国憲法発効 
        １７８９  ワシントン、初代合衆国大統領に 
     １７９０年～１８６０年 西部開拓とインディアン戦争 
        １７９３ ホイットニー、綿繰機を発明 
        １８００  アダムス大統領、ホワイトハウス入り ワシントンＤＣが新首都に 
        １８０３  フランスからルイジアナを購入、オハイオ州が１６番目の州として併合 
        １８０４  ルイスとクラークがアメリカ大陸を横断 
        １８１２  第二次米英戦争 
        １８１９  スペインからフロリダを購入 
        １８２３  モンロー主義を発表 
        １８３６  アラモの戦い 
        １８４８  カリフォルニア、ゴールドラッシュ 
        １８５１  ニューヨークタイムズ創刊 
        １８５２  ストウ夫人「アンクル・トムの小屋」を発表 
        １８６０  リンカーン大統領に 
     １８６０年～１８６５年 南北戦争 

リンカーン大統領 
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        １８６１ アメリカ南部連合結成 南北戦争始まる  
        １８６２  自営農地法成立 太平洋鉄道法成立 平原インディアン戦争激化 
        １８６３  奴隷解放宣言 ゲチスバーグの演説 
        １８６４  リンカーン再選 
        １８６５  リー将軍降伏、南北戦争終結 リンカーン暗殺 南部でＫＫＫ団組織        

１８６５年～１９００年 金ピカの時代 
        １８６７ 南部再建諸法 
        １８６９  大陸横断鉄道開通 婦人参政権成立 
        １８７０  ロックフェラー、スタンダード石油を設立 
        １８７３  マークトウェイン、「鍍金時代」を発表 
        １８７６  カスター軍、インディアンとの戦いで全滅 
        １８８２  スタンダード石油、トラストを組織 
        １８８６  自由の女神完成 シカゴでゼネスト 
        １８９０  シャーマン反トラスト法 
        １８９８  初の地下鉄、ボストンで開通 米西戦争、ハワイ併合 
     １９００年～１９２９年 革新主義、第一次世界大戦 
        １９０１ ルーズベルト大統領に 
        １９０５  アジア人排斥同盟結成 
        １９１４  パナマ運河開通 
        １９１７  第一次世界大戦参戦 
        １９２０  禁酒法施行 ラジオ放送始まる 
     １９２９年～１９４０年  大恐慌とニューディール政策 
        １９２９  ニューヨーク株式市場大暴落 
        １９３０  中間選挙で民主党躍進 
        １９３１  エンバイア・ステート・ビル完成 
        １９３３  ルーズベルト大統領、ＴＶＡ成立 
        １９３４  証券取引委員会設置 
        １９３５  社会保障法成立 
        １９３６  ルーズベルト再選 
        １９３９  ルーズベルト第二次世界大戦に中立宣言 
     １９４０年～１９４５年 第二次世界大戦 
        １９４０ ルーズベルト３選 ヘミングウェイ「誰がために鐘は鳴る」 
        １９４１ 無期限非常事態宣言 真珠湾攻撃、太平洋戦争勃発 対独伊宣戦布告 
        １９４２ 日系人強制収容 
        １９４３ テヘラン会議 
        １９４４ ルーズベルト４選 
        １９４５ ヤルタ会談 トルーマン大統領に 広島長崎に原爆投下 ポツダム宣言発表 
     １９４５年～１９６０年 冷戦の始まり 
        １９４７ トルーマン・ドクトリン発表 
        １９４９ ＮＡＴＯ成立 
        １９５０ マッカーシー旋風始まる 朝鮮戦争勃発 
        １９５１ 対日講和条約、日米安保条約  
        １９５２ アイゼンハワー大統領に 
        １９５４ マッカーシー失脚 
        １９５５ キング牧師、アラバマでバス・ボイコット 
        １９５８ アメリカ初の人工衛星エクスプローラーの打ち上げ 
     １９６０年～１９６４年 ケネディ時代 
        １９６０ スパイ偵察機Ｕ２機撃墜 ケネディ、大統領に 
        １９６１  有人ロケット打ち上げ 
        １９６２  キューバ危機  黒人学生ミシシッピ大学入学事件 
        １９６３  部分的核実験停止条約 ケネディ暗殺、ジョンソン、大統領に 
        １９６４ 公民権法成立 トンキン湾事件 
     １９６４年～１９７０年 ベトナム戦争とアポロ計画 
        １９６５ 北爆、本格化 マルコムＸ暗殺 
        １９６６ ブラックパワー台頭 
        １９６７ ベトナム反戦運動高まる 

真珠湾攻撃 
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        １９６８ キング牧師、ロバート・ケネディ暗殺 ジョンソン北爆停止ニクソン大統領に 
        １９６９ アポロ１１号月面着陸 
        １９７０ 米軍カンボジア侵攻 
     １９７０年～１９８０年 ニクソン時代 
        １９７１ ドル切り下げ、ニクソン・ショック 
        １９７２  ニクソン訪中 ウォーターゲート事件 
        １９７３  ベトナム休戦協定調印 ウォーターゲート公聴会 ニクソン辞任 
        １９７５  天皇訪米 
        １９７６  カーター大統領に 
        １９７９  スリーマイル島事故 
        １９８０  イランと断交 
     １９８０年～２０００年 戦争の時代  
        １９８１ スペースシャトル打ち上げ 

１９８３  米軍グレナダ侵攻 
１９８６ リビアを爆撃 

        １９８９  米軍パナマ侵攻、J.ブッシュ41代大統領に 
        １９９１  湾岸戦争 ソ連解体 
    １９９３ EU発足 
    １９９７ クリントン42代大統領に 
   ２０００年～ 現在  
    ２００１ 同時テロ事件、J.W.ブッシュ43代大統領に、アフガン戦争 
    ２００３ イラク戦争 

 

（２）文化 

① 人種問題 

アメリカは、アメリカインディアンを除き、すべて外来者からなる国家である。合衆国の人種問題

は、単に人種的差別の問題だけでなく、より深い国民意識の問題とつながっている。建国当初、アン

グロサクソン系を中心とする西欧プロテスタント系が人口の主要を占めていたが、１９世紀の中頃、

アイルランド系移民と共にカトリックという要素が加わった。労働の場、チャンスの国へのあこがれ

から、カトリック系移民は急増した。その構成は、ラテン系、東欧系、東洋系と、従来のアメリカ移

民と異なる人種的、宗教的、文化的背景を持ついわゆる新移民であった。ここに、新旧移民労働者間

において、労働市場の競争者という経済的理由と、宗教的、文化的対立関係が生じ、アメリカ社会の

同質性の確保がクローズアップされるに至った。このような経過の中で、１９世紀末からの東洋系移

民の排斥、第一次世界大戦後のＫＫＫなどによる外来者の排斥が起こってくる。１９２４年の移民法

により移民人口が厳重に管理されることになった。その結果、多産系のカトリック系移民の２世、３

世の数が増大し、発言権を増した。１９２８年の大統領選において、アイルランド系のＡ・Ｅ・スミ

スが大統領候補に出馬した際、カトリック教徒であることが取り沙汰されたが、１９６０年にケネデ

ィが大統領に選ばれるが、彼もまた全く同じ背景を持っていた。このことは、合衆国がもはやアング

ロサクソン＝プロテスタント社会・文化の国から、「人種のるつぼ」の国へと化したことを示してい

る。また、キング牧師など、黒人自身が差別と戦う運動を展開していく。ケネディの登場以来、黒人

差別廃止が積極的に推進されていくが、いかに成し遂げるかは、２１世紀へも引き継がれていく。大

きな課題のひとつである。 

  ② 思想上の問題 

   アメリカ社会を特色づけていることは、この国が封建制、貴族制を持たなかったことである。近代

社会の体験しかないアメリカは、アメリカの自由主義を絶対化する傾向にあった。移民の国であるた

めに国家としての統一性を人種的統一に求めることができず、しばしば思想的統一に求めることにな

る。一方、移民も、自己をアメリカ的信条と同調させることによって、アメリカ人としての保証を得

ようとする。このような背景が、今日の思想的統一性を育んでいる。第二次世界大戦後、アメリカニ
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ズムは共産主義と対峙する。このとき、自由の危機に対し、自由を守るという運動が起こる。豊かな

社会と合致し、戦後の思想上の保守的ムードを強めることになる。マッカーシズムのように自由その

ものを危機に陥れる矛盾もはらんでいた。今日では、他文化との恒常的な接触を通して、むしろアメ

リカニズムを相対的に捉えようとし、人種上のるつぼ化のますますの進行と共に、思想上の統一性の

必要から解放されてくる面も見られる。「るつぼ」から「サラダボール」への変化が、今日のこの国

の思想を言い当てている。 

（３）経済 

   合衆国の経済は、自由企業体制を基礎とする経済的福祉国家の体制である。これは、第二次世界大

戦以後のことで、ことにケネディ大統領の民主党政府の成立（１９６１）以後において、その性格は

強くなった。アメリカの自由企業体制は、典型的な形で成立した。それは、植民地時代以来 

      ①資本主義の先行体制としての強固な封建制度の欠如 

    ②豊かな自然資源の存在 

      ③広大な自由地の存在 

    ④新教主義を信奉する中産的生産者層の移住 

    などの条件によるものであった。発展の転機となったのは、英国の重商主義的植民地政策に対する

反抗運動としての独立戦争であった。英国による海運独占政策、原料独占政策、植民地産業独占政策

であったが、独立戦争の結果、それらの制限はすべて取り除かれ、自由企業発展の地盤が作られた。

初代財務長官ハミルトンの第一合衆国銀行の設立等により資本供給の道が開かれるとともに、ヨーロ

ッパからの移民者が増え、ニューヨーク、ボストン、フィラデルフィアなどにおける労働力も確保さ

れるに至った。アメリカ経済が急速に発展したのは、基本的にはそれぞれの私的企業が自由にその創

意を発揮したためであったが、一方巨大な独占企業の発達に並行して、農民や中小企業の没落、労働

者階級の貧困化、周期的に繰り返される景気変動の波なども訪れた。戦後のアメリカ経済を象徴する

自由企業と政府経済との二重経済は安定した成長を遂げ、今日の社会主義国の崩壊により、世界経済

と国際政治の舞台において指導的地位を不動のものにしている。 

（４）言語 

   南北アメリカには、新大陸発見以前に約１５５０万人の原住民によって話された多様多種の諸言語

が広く分布していた。原住民は、ヨーロッパの征服者により滅ぼされたり同化により固有語を忘れた

りしたものが少なくない。合衆国には世界各地の移民が流入してきたので、いろいろな言語が話され

ているが、圧倒的に有力な英語が公用語として用いられ、２世になるとほとんどが

英語を話すようになる。ただ、近年は、スペイン語圏の諸国からの移民の流入が多

く、地域によってはスペイン語が話されているという実態もある。ここオハイオ州

では、美しい標準的な英語が話されている。コロンバスでは、ダウンタウンに近づ

くとアフリカ系アメリカ人の率が高くなるが、コロンバス日本語補習校事務所や借

用校舎のあるワージントン市ではほとんどが白人で、外国語を話しているのは、日

本人、中国人などの東アジア系である。英語を話す白人も、姓などでいろいろなヨ

ーロッパ諸国からの移民の歴史を持っていることがわかる。 

（５）気候、風土 ～オハイオ州コロンバス近郊～ 

 オハイオ州は、地域的に見ると中西部に属しているが、実際は合衆国の東北部に位置し、五大湖の一つ

であるエリー湖に面している。時間帯も東部時間で、隣のインディアナ州インディアナポリス出張の際に

は時計の針を１時間戻すことになる。当然、オハイオ州に戻ってきたときには１時間進めることを忘れて

はいけない。州の人口は、約１１００万人、面積は約１１万平方キロメートルで、全米第３５位の広さで

ある。また、合衆国第１６番目の州で、州都はコロンバス。南西にシンシナティ、西にライト兄弟の育っ

たデートンがある。この３都市には、派遣教員のいる補習校がある。その他、北東にはクリーブランド、

コロンバス市内
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北西にはトリドがあり、派遣教員のいない補習校がオハイオ州には２校ある。 

 コロンバスは、人口約６５万人、面積５２０平方キロメートルで、大平原（トウモロコシ畑）の中にあ

る街といった感がある。緯度は、盛岡市あたりに該当するが、内陸にあるため、寒暖の差が激しく、春と

秋は短い。１１月になると、氷点下の気温になり、２月まで続く。また、市内にはオハイオ州立大学（OSU）

と言う、全米でも２番目に大きな総合大学があり、100名程度の多くの日本人留学生が在籍し、本校教員と

しても活躍してくれている。大陸性気候は、なかなか日本では経験することはできないが、季節の移り変

わりには大地を揺るがす雷鳴が響く。サンダーストームと呼ばれ、民家に雷が落ちることもある。天気予

報でも絶えず警報を出すので、ここで暮らすためには注意しておきたい。停電になるので、懐中電灯、ろ

うそく等の準備は必要である。 

 コロンバスの冬は厳しく、派遣期間３年のうちに、摂氏マイナス２４度という日もあった。積雪は少な

く、その点ではクリーブランドのように湖に面している地域とは異なる。でも、１月になると３０センチ

前後の積雪はある。いったん積もると、気温が低いので昇華で蒸発して少なくなるといった様子があり、

急にとけてなくなるということはない。このような雪と寒さの中でも、車は、タイヤチェーンや特別のタ

イヤを履かせて走行するということはない。それは、一般道路（私道扱いの道は除く）の除雪が素早く、

支障を来さないからである。また、「自己責任の国」が徹底しており、積雪の道路を走行する一人ひとり

が速度を十分に落として運転することに慣れているからである。厳しく長い冬の後には、一気に花が開花

するすばらしい季節がやってくる。リンゴ系のうす紅色の花弁が舞い散り、家並みと相まってメルヘンの

世界を創り出す。夏はさわやかで、湿気の多い日本とは比べられないほどの快適さである。６月後半がい

ちばん暑い季節で、８月になると初秋といった感がある。ただ、９月上旬に数度、残暑がおとずれること

がある。派遣教員がコロンバスの大地に降り立つ頃は、まだまだみぞれが降る季節であるが、１ヶ月後に

はすばらしい季節があることを期待していただきたい。 

（６）治安 

  コロンバスは、全米でも屈指の環境のよさを誇っている。環境のよさの基準の大部分は治安のよさであ

る。ただ、他の都市に比べてということであり、ダウンタウン付近では問題がないわけではない。テレビ

での報道によると、いろいろな事件も発生している。オハイオ州立大学の付近では、空き巣が多い。本校

の教師（オハイオ州立大学の学生）もその被害にあったものがいる。派遣教員がその被害にあったという

引き継ぎは聞いてはいない。 

 どんな安全な地域であっても、安全を過信することはできない。危機意識を持ち、危機管理に努めなけ

ればならない。夏季休業中に旅行に出るとき、新聞、郵便をとめたり、タイマーで時間になると点灯した

りするような工夫が大切である。 

 

３．当該国における教育事情 

（１）在外教育施設（コロンバス日本語補習校）の概要 

    ① 学校の概要等                                   

・ 在籍数：５８０名程度 

・ 対 象：幼稚部（年長）・小学部・中学部・高等部 ～（日本の学齢）  

・ 校 舎：現地の公立学校２校舎を借用 

・ 授業日：週一回（土曜日のみ） 年間４４回 

・ 教 員：現地で採用（校長・教頭のみ、日本からの派遣教員） 

    ② 教育内容 

   ア 幼稚部 

    ・日本の幼稚園同様に本校独自のカリキュラムにて実施 

     イ 小中学部 コロンバス日本語補習校の授業 
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       ・日本の学習指導要領に沿って学習 

     ウ 高等部 

    ・日本の高校でのカリキュラムを参考に選択教科 

    ③ 学校行事 

      日本の学校で行われている行事を可能な限り再現している。しかし、幼稚部から高等部までの年齢

幅があるため、各行事共に工夫し実施している。 

   ア 主な学校行事 

・入学式 ・遠足（小）・運動会 ・修学旅行（小６、中３）  

・フェスティバル ・書き初め（小） ・定期テスト（中） ・卒業式 

 

 

 

 

 

 

（２）現地校（アメリカの学校）の状況 

    ① 子供を就学させる教育施設 

     ア 幼稚園 

      ○公立小学校には幼稚部（キンダーガーテン）が併設されている。 

    ・９月３０日までに５歳になる子供。各家庭に入学案内の文書が郵送される。 

    ・通園学区 住居の学区が指定される。 

        ・スクールバス、授業料等は無料 

    ・使用言語 英語 

      イ 小、中、高校 

        ・公立、私立ともに充実している。 

    ・ワージントン区（公立）小６年 中２年 高４年 

          ダブリン区（公立）  小５年 中３年 高４年 

     ヒリヤード区（公立） 小５年 小６１年  中２年 高４年 

              ＊学区によって様々である。 

       ・スクールバス、授業料等は無料 

        ・使用言語 英語 

        ・ＥＳＬ（英語を第１言語としない子供達への指導）教室あり 

        ・入学手続き 直接該当学校に申し込む 

     ② 日本人子女の受け入れ状況等    

         各学区ともに受け入れてくれるが、ダブリン

地区では、あまりにも日本人子弟の数が多く

弊害が出てきており、喜んで受け入れるとい

う状況ではない学校もある。ワージントン区

は比較的良好で、日本人家族の現地校に対す

る協力も盛んである。 

 

４．現地生活 

（１）習慣 

コロンバス日本語補習校（中・高等部） 借用校舎

中学部修学旅行 入学式 運動会 
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    ① 現地校生活 

      ア 公立学校には小、中、高ともに制服はないが、タンクトップなどのように肌があらわになるも

の等は禁止されている。 

      イ 欠席、遅刻、早退の場合、手紙をことづけることと電話での連絡の両方が必要。無断欠席（連

絡がうまく付かなかった場合）や欠席理由の等については、学校の姿勢がかなり厳しい。 

      ウ 成績は、すべての総合でつく（絶対評価）。学習態度が積極的であることと、特に宿題をきち

んと提出することは大きな要素である。意思表示がきちんとできること、自己をアピールする

ことは先生の主観的見方をよくする。英語になじめない渡米したばかりの子供にとってはたい

へんなことであるが。宿題の未提出が続いたり問題行動があったりすると校長室で懲戒を受け

る。場合によっては保護者がよばれる。子供の教育に対する要望についてはきちんと話すと快

く受け入れてくれる。  

      エ 学校には、任意のランチ（給食？）があり、事前に配布されたメニューを見て子供が決めてい

る（小学校１食２ドル弱）。弁当持参の子供も、スーパーで市販されているものを持ってきて

いる。 

      オ アメリカの学校は授業と授業の間が３分しかなかったりするので、いつでもトイレに行くこと

ができる。慣れるまでは、トイレに行く意思表示のを書いた紙を持たせて、それを示すように

するとよい。 

カ 基本的マナー 

・ 相手の顔を見て話す。 

・ 相手をたたく、けるなどの行為や日本語での罵声を口走ることも問題行動となる。   

・ 室内を走らない。 

・ 続いて入る人のためにドアを開ける。 

・ 親切な行為に対しての「Thank you．」 

・ ぶつかりそうになったときなどの「Excuse me．」 

      キ ボランティア 

          アメリカの学校は、ボランティア活動が進んでいる。英語に不慣れな子供のそばに寄り添って

励ましてくれるスクールマザー、宿題プリントの印刷など、給食の販売、世話、新学期学用品

の販売、花壇の手入れ、フィールドデー（小運動会）、プールやフィールドトリップ（遠足）

の引率などいろいろである。大いに参加し、懐の深いアメリカ（他国の子供を真摯に育ててく

れる）に対して感謝すべきである。コミュニケーションの機会も増える。    

    コ カンファランス（個別懇談） 

     学年初めの頃と途中に、担任と個別に話し合う機会がある。子供の様子を聞いたり、子供の教

育への要望を伝えたりすることができる。家庭教師を同伴して通訳してもらうのがいいだろう。 

  ② 日常生活 

      ア 小学生の場合、誕生会によくよばれる。招待状が送られてくるので、必ず返事を出さなければ

ならない。また、プレゼントにはカードを添える。 

      イ 友達の家へ遊びに行くときには、必ず電話で確認をとらなければならない。子供だけで遊びに

行く習慣はない。また、迎えに行く前にも電話をかける必要がある。 

      ウ  避けたい態度 

        ・腕組みをして話す ・ポケットに手を入れてうつむいて歩く ・足を引きずって歩く 

・他人とすれ違うときに目をそらす。・照れ笑いをする。・目をそらして話をする。 

      エ 芝生の手入れ 

 芝刈りは大変な作業である。しかし、街の美観を保つ上で長さの規制もあるくらいなので、こ
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まめにおこなうしかない。周りの住宅の状況を見ながら。 

      オ 歩道の雪かき 

     家の前の歩道の雪かきは、家の者の責任で行わなければならない。それがもとで転倒した人が

いたら訴訟問題も起こってくる。 

      カ チップ 

          レストランに食事に行った時や、タクシーに乗った時、美容院・理容院では、１０～１５％程

度のチップを支払う。ホテルでは、１ドル×使用ベッド数でチップを置く。基本は、やっても

らったことへの感謝の気持ちを表すということである。習うより慣れでうまく乗り越えられる。 

      キ パーティに招待されたとき 

    ４０歳、５０歳の区切りの誕生日は、盛大に祝う習慣がある。また、それ以外にもアメリカ人の

友人が出来たりすると、招待を受けることがある。そんなときはプレゼント以外に、料理を持参

する。生もの、煮物でなければ日本の食べ物も喜ばれる。誕生日以外にも、食べ物を持っていく

パーティ（ポットラックパーティー）はよくある。顔ぶれを考えて料理を決めたい。 

      ク 医者等の予約 

        アメリカはファミリードクター制で、追加しなければならない予防接種についてもホームドクタ

ーに予約を入れ、行う。緊急の場合は、救急指定病院が診てくれる。症状の重い順に診察する

ようなところがあるので判断が必要。 

（２）銀行と通貨  

    ① 口座の開設方法 

      ⅰ）コロンバスの5/3（フィフスサード）銀行、ナショナルシティーバンクなどの銀行に口座を開く。

フィフスサードは、補習校の取引銀行でもあり、日本人担当者が補習校事務所に来所して手続き

してくれるので都合がよい。（ＳＳナンバーが必要である） 

      ⅱ）文科省から指定されたデトロイトのBank Oneに口座の開設をする。 

  ② 現地通貨との兌換方法及び市中における使用状況 

    ・ 市中においては米ドルのみ使用。 

    ③ 日本と現地の物価の比較 

      ○ 衣食に関するものは日本より安く、生活がしやすい。質量ともに豊富。 

     （例）男子散髪代 １５ドル程度（チップ別１～２ドル）  

             ガソリン １ガロン（約３．８リットル） １ドル８０セント程度（値動きが激しい） 

             家庭教師 ＯＳＵの学生 時給２０ドル程度が目安 

（３）食生活 

    ① 任地の食糧事情等 

   ○ すべてのものが居住地域の身近なところで手にはいる。また、中国、韓国、日本の食料品店も

あり、入手できないものはないほどである。ただ、日本食材は少し割高（1.3～1.5倍程度）で

ある。 

    ② レストラン等 

      ○ 世界各国の料理を味わうことができる。日本レストランも４，５軒はある。 

（４）交通事情 

    ① 市内の交通機関、通勤方法、及び自動車購入の必要性の有無 

      ・ 市内には公共のバスが走っているが、路線が限られているため、公私ともに自家用車以外には

手段がない。 

      ・ アメリカは、車社会の国である。幹線道路には歩道が少ない。日本のように住宅街に近接した

商店やコンビニはなく、住宅街と商店街は分離されている。なお、日本のコンビニに近い形態
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の店はガソリンスタンドに併設している。 

    ②  日本国運転免許証または国際運転免許証の持参の要否、任地通用免許証の取得方法 

       ・ 日本国運転免許証、国際運転免許証は持参する必要がある。オハイオの運転免許証は、日本

国運転免許証、国際運転免許証があれば簡単に取得するこができる。国際運転免許証は、１

年間の有効期限があるが、オハイオ州では３ヶ月で違法になるという。ＳＳ（ソーシャルセ

キュリティー）ナンバーを取得でき次第、オハイオの免許を取りたいものである。いろいろ

な証明に必要となる。 

・ 免許の試験場で法規テストに合格すれば、その場で免許を作ってくれる。（昨年までは学科試

験合格後に実技試験が行われていたが、今年度からは国際免許・日本免許を持っていると実技

試験免除となる）取得費用も、合格したときにだけ支払い、安価である。 

（５）医療、健康 

  ① 任地の医療制度・事情、日本語のできる医者の有無 

      ・ 緊急の場合を除いてファミリードクターに診てもらうことになる。 

      ・ 補習校の休み時間にけがをする子供が時にいるが、状況によっては緊急病院に運ぶ。救急車は、

個人負担になるので、けがの状態で判断する。 

   ・ 医療事情は良好 

  ② 任地で生活する上で必要な予防接種  

      ・ 日本の法律で行われる予防接種を受けていれば、不足分をファミリードクターにお願いし追加

すればよいので、あわてなくてよい。小、中、高の児童生徒を同伴する場合、予防接種の記録

を現地校に提出するので、現地校からも指示がある。 

    ③ 出発前に行うべき予防接種  特別にはない。 

     任国で可能な予防接種        すべて可能である。 

    ④ 日本から持参した方がよい医薬品等  

      ・ 持病の薬 赴任後、ファミリードクターに当地での投薬を処方してもらう。 

   ・ 胃腸薬、下痢止め、風邪薬など 

     ただ、いろいろな薬がアメリカでも手に入るので、それで十分に間に合う。 

（６）買い物 

① 生活用品・雑貨・電気製品等任国で入手可能なもの 

すべて入手が可能であるが、日本のものとは少し異なるものもある。しかし、生活で不便を感じ

ることはない。また、ファイルなどの穴の位置（３つ穴式）が異なり、日本から持参した綴りに

継ぎ足すことができないので、パンチャーなどを持参するとよい。 

    ② 電気製品の規格の違い 

      ・アメリカは６０HZ、１１７ｖであるので、日本の製品を使う場合には変圧器が必要である。必要

に応じて、日本から持ってくるかこちらでも購入出来る。 

（７） その他 

    ①情報入手の手段 

      ＜ＴＶ ＪＡＰＡＮ＞ 日本とはほぼ１昼夜反対の時差があるが、ＴＶ ＪＡＰＡＮでは、午前９時

（日本の午後１０時）午後６時（同午前７時の「おはよう、日本」）にライブのニュースをやっ

ている。また、数時間遅れの録画のニュースも流れている。情報入手には困らない。  

      ＜インターネット＞  

   ・朝日などの新聞の記事を読むことができる。  

      ・デトロイト総領事館のホームページ 

      ＜新聞の購読＞  朝日新聞を購読することができる。 
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               地元紙 コロンバス ディスパッチ（日刊） ワージントンニュース（週刊） 

    ③ 使用人の採用及び留意事項 

        使用人の採用は生活する上で必要ない。ただ、子供を同伴する場合、子供のニーズにあわせて家

庭教師をお願いしなければやっていけない面もある。小、中学生の場合は、宿題等現地校対策のた

めに必要となる。英語に慣れるためにもアメリカ人が適当である。高校になると帰国受験のための

学習、またはTOEFL、SAT（全米統一試験）への対応を迫られる。コロンバスは、オハイオ州立大学

をかかえているので、日本人、日本語の話せるアメリカ人など人材には事欠かない。本補習校の講

師（学生）の紹介で探し出すことも可能である。子供が任地に適応できることが、安定した生活の

第一歩である。 

 

５．おわりに 

 日本との関係が深く、歴史的にも将来的にも関係が深いアメリカ合衆国に派遣させて頂き、私自身大き

な研修の場となった。アメリカでの現地校教育システムを体験し、現地アメリカ人教員との交流等を通し

て、日本の教育システムの再認識と、自分自身がこれから教員として生かすことのできる体験をする事が

出来た。派遣教員としての職務面でも、オハイオ州補習校教育連絡協議会をコロンバス日本語補習校が中

心になり立ち上げ、近隣補習校での教員養成システムや研修方法等でのシステム作りに取り組む事が出来

た。一口に補習校と言っても、生徒数名で派遣教

員がいない学校から、千人規模で派遣教員が複数

いる補習校までがある。これらの大きな違いの中

で、各学校共に、まさに「手作りの学校」を保護

者・運営者が一体となって作っていることも大き

な特徴である。これらの学校を訪問させて頂けた

事も教育の多様性を知る上で大変参考となるもの

であった。 

異文化での生活や職務で培った経験を大切にし、

このような貴重な経験をいただけたことに感謝し

ます。 

 
コロンバス日本語補習校 全校児童生徒 


